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山

口

綾

子

馮
夢
龍
の
号
「
墨
憨
斎
」
に
つ
い
て

馮
夢
龍
（
一
五
七
四
～
一
六
四
六
）
が
編
纂
を
手
掛
け
た
作
品
は
多
岐
に
わ
た
る
が
︑
そ
れ
ら
を
仔
細
に
見
る
と
︑
彼
が
自
己
の
作

品
に
署
名
す
る
際
に
用
い
た
筆
名
も
ま
た
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
︒
現
存
す
る
彼
の
作
品
に
お
い
て
は
︑
実
名
の
馮
夢
龍
︑

字
の
猶
龍
や
子
猶
︑
号
の
墨
憨
斎
な
ど
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
︑
一
例
し
か
見
え
な
い
も
の
も
含
め
る
と
そ
の
筆
名
は
十
種
類
以
上
に
の

ぼ
る
︒
特
に
雅
号
「
墨
憨
斎
」
は
︑
実
名
と
字
に
次
い
で
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
︑
世
間
に
も
そ
の
雅
号
が
確
実
に
広
く
知
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る（
１
）︒
本
稿
は
︑
ま
ず
︑
馮
夢
龍
の
筆
名
使
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
後
︑
彼
が
特
に
頻
繁
に
用
い
た
号
「
墨
憨
斎
」

に
着
目
し
︑
そ
の
意
味
や
彼
の
書
籍
編
集
の
態
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
︒

一　

馮
夢
龍
の
筆
名
の
整
理

馮
夢
龍
の
伝
記
は
正
史
に
は
見
え
な
い
が
︑
幾
つ
か
の
地
方
志
に
彼
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
︒『
蘇
州
府
志
』
巻
十
八
に
は
「
馮
夢

龍
︑
字
猶
龍
︑
才
情
跌
宕
︑
詩
文
麗
藻
︑
尤
明
經
学
︒（
馮
夢
龍
︑
字
は
猶
龍
︑
才
情
は
跌
宕
た
る
も
︑
詩
文
は
麗
藻
に
し
て
︑
尤
も
經

学
に
明
る
し
︒）」
と
記
し
︑
馮
夢
龍
の
字
の
一
つ
で
あ
る
「
猶
龍
」
を
示
す
︒
そ
の
名
の
由
来
は
『
史
記
』
老
子
列
伝
中
の
故
事
に
あ

り
︑
孔
子
が
老
子
に
会
っ
た
後
︑
老
子
に
対
し
て
「
其
猶
龍
邪
（
龍
の
よ
う
に
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
人
物
）」
と
評
し
た
と
い
う
故
事

を
踏
ま
え
て
名
付
け
た
と
さ
れ
る（
２
）︒

ま
た
︑
王
驥
徳
『
曲
律
』
に
見
え
る
馮
夢
龍
の
序
に
は
︑「
天
啓
乙
丑
春
二
月
既
︑
古
後
學
馮
夢
龍
題
於
葑
溪
之
不
改
樂
庵
」
と
署
名
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し
た
︒
こ
の
「
不
改
樂
庵
」
は
『
論
語
』
雍
也
篇
に
見
え
る
顔
回
の
故
事
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
３
）︒

以
上
の
例
に
よ
る
と
︑
馮
夢
龍
は
典
故
に
基
づ
い
た
何
ら
か
の
意
味
を
持
つ
名
を
用
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
な
ら
ば
︑
彼
が
愛
用
す

る
号
「
墨
憨
斎
」
に
も
彼
の
深
い
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
︒

ま
ず
︑
馮
夢
龍
の
筆
名
の
使
用
状
況
を
作
品
の
性
質
︑
及
び
編
纂
年
代
ご
と
に
整
理
す
る
︒

馮
夢
龍
が
編
纂
を
手
掛
け
た
書
籍
は
︑
科
挙
の
参
考
書
と
な
り
得
る
よ
う
な
経
学
や
史
志
の
書
か
ら
︑
小
説
や
戯
曲
と
い
っ
た
通
俗

性
の
強
い
作
品
に
至
る
ま
で
︑
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
︒
次
の
表
１
で
は
︑
馮
夢
龍
の
作
品
の
性
質
と
筆
名
の
使
用
の
関
連
を
把
握
す

る
た
め
︑
彼
の
手
に
よ
る
主
要
な
出
版
物
と
そ
の
筆
名
を
書
籍
の
分
類
ご
と
に
整
理
し
た
︒
分
類
の
基
準
は
高
洪
鈞
編
著
『
馮
夢
龍
箋

注
』（
天
津
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
六
年
）
に
依
拠
し
︑
刊
行
さ
れ
た
年
代
が
判
明
し
て
い
る
作
品
に
は
年
号
を
付
し
た
︒

【
表
１
】
馮
夢
龍
の
出
版
物
の
分
類
と
筆
名
の
使
用

分
類

書
名

刊
行
年

筆
名

経
学

麟
経
指
月

一
六
二
〇
年
序

古
呉
馮
夢
龍
猶
龍
父
述

春
秋
衡
庫

一
六
二
五
年
序

古
呉
後
学
馮
夢
龍
述

四
書
指
月

不
明

馮
夢
龍
纂
評

史
志

寿
寧
待
志

一
六
三
七
年
自
序

寿
寧
令
馮
夢
龍
述

綱
鍳
統
一

一
六
四
三
年
自
序

古
呉
馮
夢
龍
猶
龍
甫
題

甲
申
紀
事

一
六
四
五
年
刊

七
一
老
人
草
莾
臣
馮
夢
龍
述

中
興
実
録

不
明

七
一
老
臣
馮
夢
龍
拝
述

中
興
偉
略

不
明

七
十
二
老
臣
馮
夢
龍
恭
撰

小
説

古
今
小
説

不
明

緑
天
館
主
人
題
（
可
一
居
士
）

警
世
通
言

一
六
二
四
年
序

可
一
居
士

醒
世
恒
言

一
六
二
七
年
自
序

可
一
居
士

墨
憨
斎
批
点
北
宋
三
遂
平
妖
伝

一
六
二
〇
年
序

墨
憨
斎
手
校

今
古
奇
観

不
明

墨
憨
斎
手
定
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石
点
頭

不
明

古
呉
龍
子
猶
撰
（
墨
憨
主
人
評
）

三
教
偶
拈

不
明

馮
夢
龍
輯

新
列
国
志

不
明

呉
門
可
観
道
人
小
雅
氏
撰

筆
記

笑
府

不
明

墨
憨
斎
主
人
題

古
今
笑

一
六
二
〇
年
自
序

墨
憨
斎

智
嚢

一
六
二
六
年
序

馮
子
名
夢
龍
︑
字
猶
龍
︑
東
呉
之
畸
人
也
︒

太
平
広
記
鈔

一
六
二
六
年
序

呉
邑
馮
夢
龍
識

情
史

不
明

呉
人
龍
子
猶
叙

詞
曲

掛
枝
児

不
明

猶
龍

山
歌

不
明

墨
憨
斎
主
人
題

太
霞
新
奏

一
六
二
七
年
刊

香
月
居
顧
曲
散
人
題

墨
憨
斎
詞
譜

馮
夢
龍
没
後
刊

伝
奇

墨
憨
斎
定
本
伝
奇

龍
子
猶

表
に
よ
り
明
ら
か
に
分
か
る
の
は
︑
経
学
や
史
志
に
類
さ
れ
る
作
品
は
す
べ
て
実
名
「
馮
夢
龍
」
を
記
す
点
で
あ
る
︒
刊
行
年
や
序

刊
年
が
明
記
さ
れ
る
作
品
の
み
を
見
て
も
︑
刊
行
さ
れ
た
年
代
は
お
よ
そ
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
お
り
︑
一
貫
し
て
実
名
表
記
を
選

び
続
け
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
一
方
︑「
墨
憨
斎
」
の
署
名
は
︑
民
間
に
流
行
す
る
歌
謡
を
集
め
た
『
山
歌
』
や
笑
話
集
『
笑
府
』

を
始
め
と
し
て
︑
小
説
集
︑
笑
話
集
︑
伝
奇
︑
詞
曲
な
ど
の
書
籍
群
に
見
ら
れ
る
︒
こ
の
表
を
一
見
す
る
と
︑
通
俗
的
要
素
の
強
い
作

品
に
「
墨
憨
斎
」
を
用
い
て
い
る
よ
う
だ
が
︑
そ
の
通
俗
性
を
理
由
に
「
墨
憨
斎
」
の
筆
名
を
選
ん
だ
と
結
論
付
け
る
の
は
些
か
早
計

か
と
思
わ
れ
る
︒
注
意
す
べ
き
は
︑
馮
夢
龍
の
意
識
に
お
い
て
筆
名
の
選
択
に
一
定
程
度
の
基
準
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
︑
書
籍
の
編

集
態
度
も
そ
の
基
準
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
︒

で
は
︑「
墨
憨
斎
」
の
使
用
は
ど
の
作
品
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
︒
そ
し
て
︑
年
を
経
る
に
つ
れ
︑
そ
の
使
用
状
況
は
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
の
か
︒
こ
こ
で
は
刊
行
年
の
明
ら
か
な
作
品
︑
あ
る
い
は
信
頼
性
の
あ
る
根
拠
に
基
づ
い
て
刊
行
年
の
推
測
が
な
さ
れ

て
い
る
作
品
を
対
象
に
年
表
を
作
成
し
た
上
で
︑
筆
名
使
用
の
実
態
を
調
査
す
る
︒
な
お
︑
刊
行
年
の
推
測
に
つ
い
て
も
前
掲
『
馮
夢
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龍
箋
注
』
に
依
拠
す
る
︒

【
表
２
】
馮
夢
龍
の
出
版
物
の
刊
行
年
と
筆
名
使
用
の
推
移

年
号
（
西
暦
）

馮
夢
龍
の
年
齢

出
来
事

万
暦
二
年
（
一
五
七
四
）

 

一
歳

 

馮
夢
龍
生
︒

万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
）

三
十
二
歳

『
掛
枝
児
』（
馮
猶
龍
編
）
刊
行
︒

万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）

三
十
七
歳

『
山
歌
』（
墨
憨
斎
編
）
刊
行
か
︒

万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）

四
十
二
歳

『
笑
府
』（
墨
憨
斎
編
）
刊
行
か
︒

万
暦
四
十
八
年
（
一
六
二
〇
）

四
十
七
歳

『
古
今
笑
』（
墨
憨
斎
編
）
編
刻
︒

天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）

四
十
八
歳

『
古
今
小
説
』（
可
一
居
士
）
刊
行
か
︒

天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）

四
十
九
歳

『
新
平
妖
伝
』（
墨
憨
斎
批
点
）
刊
行
︒

天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）

五
十
一
歳

『
警
世
通
言
』（
可
一
居
士
）
刊
行
︒

天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）

五
十
三
歳

『
智
嚢
』『
太
平
広
記
鈔
』（
馮
夢
龍
編
）
刊
︒

天
啓
七
年
（
一
六
二
七
）

五
十
四
歳

『
醒
世
恒
言
』（
可
一
居
士
）
刊
︒

崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）

五
十
五
歳

『
情
史
類
略
』（
龍
子
猶
編
）
刊
行
か
︒

崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）

六
十
一
歳

福
建
寿
寧
知
県
赴
任
︒

崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）

六
十
六
歳

『
今
古
奇
観
』（
墨
憨
斎
編
）
刊
行
か
︒

崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）

七
十
一
歳

『
新
列
国
志
』（
馮
夢
龍
補
定
）
刊
行
︒

順
治
三
年
（
一
六
四
六
）

七
十
三
歳

馮
夢
龍
没
︒

現
時
点
で
刊
行
年
の
判
明
し
て
い
る
作
品
︑
お
よ
び
刊
行
年
代
の
推
測
可
能
な
作
品
を
見
る
限
り
︑
馮
夢
龍
は
作
品
を
刊
行
し
始
め

て
間
も
な
く
し
て
既
に
「
墨
憨
斎
」
の
名
を
使
い
始
め
た
よ
う
で
︑
そ
の
使
用
が
集
中
的
に
見
ら
れ
る
の
も
刊
行
初
期
で
あ
る
と
言
え

よ
う
︒
特
に
『
笑
府
』
に
お
い
て
は
︑
冒
頭
の
序
に
「
墨
憨
斎
主
人
題
」
と
記
す
ほ
か
︑
各
巻
全
て
に
「
墨
憨
子
曰
」
で
始
ま
る
序
を

付
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
︒
現
在
推
定
さ
れ
る
年
代
に
間
違
い
な
け
れ
ば
︑
彼
は
『
笑
府
』
に
お
い
て
初
め
て
本
格
的
に
こ
の

号
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
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二　
「
憨
」
に
つ
い
て

馮
夢
龍
の
主
要
な
出
版
物
に
お
け
る
筆
名
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
明
ら
か
と
な
っ
た
が
︑
や
は
り
実
名
と
字
を
除
い
て
は
「
墨
憨

斎
」
の
使
用
が
目
立
つ
︒「
墨
憨
斎
」
と
い
う
号
は
何
を
意
味
す
る
の
か
︒
墨
憨
斎
の
「
墨
」
は
文
事
や
文
筆
業
を
指
す
︒「
憨
」
字
の

原
義
は
「
愚
か
で
あ
る
︑
気
が
狂
っ
て
い
る
」
こ
と
で
︑
こ
の
字
の
解
釈
に
つ
い
て
は
『
玉
篇
』
に
お
け
る
「
憨
︑
愚
也
︒」
が
現
在
確

認
で
き
る
中
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
︒「
憨
」
は
︑
同
様
の
意
味
を
持
つ
「
痴
」
や
「
狂
」
と
と
も
に
物
事
に
熱
中
す
る
状
態
を
や
や

自
虐
的
に
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
︑
し
た
が
っ
て
︑「
墨
憨
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
文
筆
業
に
没
頭
す
る
」
と
な
ろ
う（
４
）︒

で
は
︑
馮
夢
龍
の
号
「
墨
憨
斎
」
に
お
け
る
「
憨
」
と
は
︑
具
体
的
に
何
を
意
図
し
て
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
た
の
か
︒
馮
夢
龍
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
く
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

馮
夢
龍
の
作
品
の
中
に
は
「
痴
」
字
を
用
い
る
例
も
多
数
見
え
る
︒
ま
ず
は
︑「
憨
」
と
同
様
に
「
お
ろ
か
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て

「
痴
」
を
手
掛
か
り
に
考
察
を
加
え
た
い
︒
ま
ず
『
古
今
笑
』
痴
絶
部
の
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

子
猶
曰
︑
虎
頭
三
絕
︑
癡
居
一
焉
︒
癡
不
可
乎
︒
得
斯
趣
者
︑
人
天
大
受
用
處
也
︒
碗
大
一
片
赤
縣
神
州
︑
衆
生
滿
︑
原
屬
假
合
︑

若
復
件
件
認
眞
︑
爭
競
何
已
︒
故
直
須
以
癡
趣
破
之
︒
過
則
驕
︑
不
及
則
愚
︑
是
各
有
不
受
用
處
︒
若
夫
妒
︑
愛
︑
貪
︑
嗔
︑
還

以
認
眞
受
諸
苦
惱
︒
至
癡
而
惡
焉
︑
則
畜
生
而
已
矣
︒
毋
爲
鴟
嚇
︑
毋
爲
螳
怒
︒
不
癡
福
︑
且
違
癡
禍
︒
集
「
癡
絕
」
第
三
︒

（
子
猶
曰
く
︑
虎
頭
三
絕
は
︑
癡
を
一
に
居
く
︒
癡
は
可
な
ら
ざ
る
か
︒
斯
の
趣
を
得
る
者
︑
人
天
の
大
い
に
受
用
す
る
處
な
り
︒

碗
大
一
片
の
赤
縣
神
州
に
衆
生
滿
ち
︑
原
假
合
に
屬
す
︑
若
し
復
た
件
件
認
眞
せ
ば
︑
爭
競
は
何
ぞ
已
ま
ん
か
︒
故
に
直
ち
に
須

ら
く
癡
趣
を
以
て
之
を
破
る
べ
し
︒
過
ぐ
れ
ば
則
ち
驕
︑
及
ば
ざ
れ
ば
則
ち
愚
︑
是
れ
各
受
用
せ
ざ
る
處
有
り
︑
夫
れ
妒
︑
愛
︑

貪
︑
嗔
が
若
き
は
︑
還
た
認
眞
す
る
を
以
て
諸
の
苦
惱
を
受
く
︒
癡
に
至
り
て
焉
を
惡
め
ば
︑
則
ち
畜
生
な
る
の
み
︒
鴟
嚇
を
爲

す
毋
れ
︑
螳
怒
を
爲
す
毋
れ
︒
癡
な
ら
ざ
る
は
福
︑
且
つ
癡
に
違
ふ
は
禍
︒「
癡
絕
」
第
三
を
集
む
︒）

「
痴
」
で
あ
る
状
態
を
肯
定
的
に
と
ら
え
︑
な
お
か
つ
評
価
す
る
姿
勢
を
示
す
記
述
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒「
過
則
驕
︑
不
及
則
愚
」

と
い
う
表
現
に
よ
れ
ば
︑
彼
の
認
識
の
上
で
「
痴
」
と
「
愚
」
に
は
差
異
が
あ
り
︑「
愚
」
に
は
否
定
的
な
︑「
痴
」
に
は
肯
定
的
な
印

象
を
抱
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑『
醒
世
恒
言
』
に
は
︑「
花
癡
」︑
す
な
わ
ち
花
狂
い
の
老
人
の
話
が
見
え
る
が
︑
こ
れ
は
花
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に
異
常
に
熱
中
し
て
い
る
様
子
を
表
す（
５
）︒

以
上
の
例
に
見
え
る
よ
う
に
︑「
痴
」
が
意
味
す
る
「
お
ろ
か
さ
」
は
︑
熱
中
す
る
︑
夢
中
に
な
る
と
い
う
意
味
に
通
じ
る
も
の
で
あ

り
︑「
憨
」
に
も
同
様
に
一
定
程
度
の
肯
定
的
な
評
価
が
加
味
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
︒

馮
夢
龍
が
「
憨
」
字
に
投
影
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
︑
彼
以
前
の
「
憨
」
の
用
例
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒

そ
の
一
つ
に
は
︑
顔
師
古
『
隋
遺
録
』
に
収
め
ら
れ
る
宝
児
の
逸
話
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

帝
謂
世
南
曰
︑「
昔
傳
飛
燕
可
掌
上
舞
︑
朕
常
謂
儒
生
飾
於
文
字
︑
豈
人
能
若
是
乎
︒
及
今
得
寶
兒
︑
方
昭
前
事
︒
然
多
憨
態
︑
今

注
目
於
卿
︒
卿
才
人
︑
可
便
嘲
之
︒」
世
南
應
詔
爲
絕
句
曰
︑「
學
畫
鴉
黃
半
未
成
︑
垂
肩
嚲
袖
太
憨
生
︒
緣
憨
卻
得
君
王
惜
︑
長

把
花
枝
傍
輦
行
︒」
上
大
悅
︒（
帝
世
南
に
謂
ひ
て
曰
く
︑「
昔
傳
ふ
︑
飛
燕
掌
上
に
舞
ふ
べ
し
と
︑
朕
常
に
謂
へ
ら
く
︑
儒
生
文
字

を
飾
る
︑
豈
に
人
能
く
是
く
の
ご
と
か
ら
ん
や
︒
今
に
及
び
て
寶
兒
を
得
︑
方
に
前
事
を
昭
ら
か
に
す
︑
然
れ
ど
も
憨
態
多
く
︑

今
卿
に
注
目
す
︑
卿
は
才
人
な
り
︑
便
ち
之
を
嘲
る
べ
し
︒」
と
︒
世
南
詔
に
應
へ
︑
絕
句
を
爲
り
て
曰
く
︑「
鴉
黃
を
畫
く
を
學

び
て
半
ば
未
だ
成
ら
ず
︑
垂
肩
嚲
袖
太
だ
憨
生
な
り
︒
憨
に
緣
り
て
卻
つ
て
君
王
の
惜
し
む
を
得
︑
長
く
花
枝
を
把
り
て
輦
に
傍

つ
て
行
く
︒」
と
︒
上
大
い
に
悅
ぶ
︒）

隋
煬
帝
の
寵
愛
を
受
け
る
宝
児
と
い
う
少
女
に
つ
い
て
述
べ
た
表
現
の
中
に
「
多
憨
態
」︑
す
な
わ
ち
無
邪
気
な
し
ぐ
さ
が
多
い
と
述

べ
ら
れ
︑
ま
た
︑
虞
世
南
の
詩
の
中
に
も
「
太
憨
生
」
と
見
え
る
︒
こ
の
逸
話
は
︑
馮
夢
龍
の
『
醒
世
恒
言
』
と
『
情
史
類
略
』
に
ほ

と
ん
ど
同
じ
表
現
で
収
め
ら
れ
て
お
り（
６
）︑
馮
夢
龍
が
「
憨
」
と
い
う
字
に
対
し
て
持
つ
印
象
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
︒

続
い
て
︑
金
の
元
好
問
作
の
詩
の
用
例
が
注
目
さ
れ
る（
７
）︒
彼
の
詩
に
は
「
憨
」
字
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
︑
特
に
次
に
挙
げ
る

「
杏
花
雑
詩
十
三
首
」
其
一
は
『
隋
遺
録
』
の
宝
児
の
逸
話
を
踏
ま
え
て
発
展
さ
せ
た
例
と
言
え
る
︒

　
　

元
好
問
「
杏
花
雑
詩
十
三
首
」
其
一
（『
遺
山
先
生
集
』
巻
十
一
）

杏
花
牆
外
一
枝
橫 

杏
花　

牆
外
に
一
枝
橫
た
わ
る

半
面
宮
妝
出
暁
晴 

半
面
の
宮
妝　

暁
晴
に
出
づ

看
盡
春
風
不
回
首 

春
風
を
看
盡
し
て　

回
首
せ
ず



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
四
号

152

寳
兒
元
是
太
憨
生 

寳
兒
は　

元
是
れ　

太
だ
憨
生
な
り

こ
の
詩
で
は
宝
児
を
杏
花
に
た
と
え
て
お
り
︑
故
事
を
引
用
し
た
「
太
憨
生
」
と
い
う
表
現
も
用
い
ら
れ
る
︒

　
　

元
好
問
「
杏
花
」（『
遺
山
先
生
集
』
卷
十
二
）

桃
李
前
頭
一
樹
春 

桃
李
の
前
頭　

一
樹
の
春

絳
脣
深
注
蠟
猶
新 

絳
脣
深
く
注
ぎ　

蠟
猶
ほ
新
た
な
り

只
嫌
憨
笑
無
人
管 

只
だ
嫌
ふ　

憨
笑　

人
の
管
ふ
無
く

鬧
簇
枯
枝
不
肯
匀 

鬧
簇
れ
る
枯
枝　

匀
ふ
を
肯
ぜ
ざ
る
を

も
う
一
例
は
︑
杏
花
が
自
然
の
あ
る
が
ま
ま
に
咲
く
様
子
を
「
憨
笑
」
と
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
︒
元
好
問
は
杏
花
を
愛
す
る
心
情

を
表
し
た
詩
を
し
ば
し
ば
作
る
が
︑
そ
の
中
で
杏
花
が
自
然
の
ま
ま
で
何
の
衒
い
も
な
い
様
子
︑
天
真
爛
漫
な
様
子
を
表
現
す
る
の
に

「
憨
」
と
い
う
字
を
用
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

元
好
問
の
詩
か
ら
の
直
接
の
影
響
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
︑「
憨
」
と
い
う
字
が
元
来
︑
純
粋
︑
天
真
爛
漫
︑
無
邪
気
な
ど
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
︒『
醒
世
恒
言
』『
情
史
類
略
』
の
二
書
に
重
ね
て
宝
児
の
故
事

を
引
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
馮
夢
龍
も
こ
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
継
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

三　
「
童
痴
」
に
つ
い
て

『
山
歌
』
や
『
笑
府
』
が
「
墨
憨
斎
」
を
使
用
す
る
最
初
の
出
版
物
で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
︑
こ
れ
ら
の
中
に
は
「
童
痴
」

を
冠
す
る
別
名
が
存
在
す
る
︒『
山
歌
』
に
つ
い
て
は
序
文
の
「
叙
山
歌
」
の
中
に
「
童
痴
二
弄
」
の
名
が
見
え
︑『
笑
府
』
は
『
絶
纓

三
笑
』
に
よ
っ
て
「
童
痴
三
弄
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
８
）︒

笑
話
舊
俗
刻
無
論
︑
近
刻
收
稍
廣
而
加
以
議
論
者
︑
自
『
笑
林
評
』
始
︑
然
識
淺
而
見
迂
︑︙
︙
其
強
人
意
者
︑
童
痴
三
弄
中
『
笑

府
』︒
此
故
自
有
韻
之
士
所
輯
︑
非
笑
語
不
錄
︒
又
煩
簡
筆
削
之
間
︑
各
自
有
致
︒（
笑
話
は
舊
俗
を
刻
す
る
は
論
無
く
︑
近
刻
を

收
む
る
は
稍
廣
く
し
て
加
ふ
る
に
議
論
を
以
て
す
る
者
︑『
笑
林
評
』
よ
り
始
ま
る
︑
然
れ
ど
も
識
は
淺
く
し
て
見
は
迂
し
︑︙
︙
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其
の
人
意
を
強
む
る
者
は
︑
童
痴
三
弄
中
の
『
笑
府
』
な
り
︒
此
の
故
に
有
韻
の
士
よ
り
輯
む
る
所
︑
笑
語
に
非
ず
ん
ば
錄
せ
ず
︒

又
煩
簡
筆
削
の
間
︑
各
自
ら
致
す
有
り
︒）

『
絶
纓
三
笑
』
は
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
年
）
の
刊
行
で
︑『
笑
府
』
の
刊
行
時
期
も
こ
れ
に
限
り
な
く
近
い
頃
だ
と
推
測
さ
れ

る
︒
ま
た
︑『
山
歌
』
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
打
棗
竿
』（『
掛
枝
児
』）
に
は
「
童
痴
一
弄
」
の
呼
び
名
も
あ
る
︒
そ
の
『
打
棗
竿
』

に
は
兪
琬
綸
の
序
「
打
棗
竿
小
引
」
が
付
さ
れ
る
が
︑
そ
こ
に
次
の
記
述
が
あ
る
︒

街
市
歌
頭
耳
︑
何
須
手
爲
編
輯
︑
更
付
善
梓
︑
若
欲
不
朽
者
︑
可
謂
童
痴
︒
︙
︙
蓋
吾
與
猶
龍
︑
俱
有
童
痴
︑
更
多
情
種
︒（
街
市

に
歌
頭
あ
る
の
み
︑
何
ぞ
須
ら
く
手
も
て
編
輯
を
爲
す
べ
か
ら
ん
︑
更
に
善
梓
を
付
し
︑
朽
ち
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
が
ご
と
き
は
︑

童
痴
と
謂
ふ
べ
し
︒
︙
︙
蓋
し
吾
と
猶
龍
と
は
︑
俱
に
童
痴
有
り
︑
更
に
情
種
多
し
︒）

街
中
で
耳
に
し
た
歌
に
手
を
加
え
︑
書
き
付
け
て
残
そ
う
と
い
う
心
を
「
童
痴
」
と
す
る
︒
馮
夢
龍
は
「
童
痴
有
り
」
と
し
て
︑
こ

の
よ
う
な
性
質
の
人
物
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒「
童
痴
」
に
お
け
る
「
童
」
に
つ
い
て
考
え
る
に
︑
当
時
流
行
し
て
い
た
「
童
心
説
」

が
想
起
さ
れ
る
︒
李
贄
は
『
焚
書
』
巻
三
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

夫
童
心
者
︑
眞
心
也
︒
若
以
童
心
爲
不
可
︑
是
以
眞
心
爲
不
可
也
︒
夫
童
心
者
︑
絕
假
純
真
︑
最
初
一
念
之
本
心
也
︒
若
夫
失
卻

童
心
︑
便
失
卻
眞
心
︒
失
卻
眞
心
︑
便
失
卻
眞
人
︒
人
而
非
眞
︑
全
不
復
有
初
矣
︒
童
子
者
︑
人
之
初
也
︒
童
心
者
︑
心
之
初
也
︒

︙
︙
蓋
其
人
既
假
︑
則
無
所
不
假
矣
︒
由
是
而
以
假
言
與
假
人
言
︑
則
假
人
喜
︒
以
假
事
與
假
人
道
︑
則
假
人
喜
︒
以
假
文
與
假

人
談
︑
則
假
人
喜
︒
無
所
不
假
則
無
所
不
喜
︑
滿
場
是
假
︑
矮
場
阿
辯
也
︒
雖
有
天
下
之
至
文
︑
其
湮
滅
於
假
人
而
不
盡
見
於
後

世
者
︑
又
豈
少
哉
︒
何
也
︑
天
下
之
至
文
︑
未
有
不
出
於
童
心
焉
者
也
︒
苟
童
心
常
存
︑
則
道
理
不
行
︑
聞
見
不
立
︑
無
時
不
文
︑

無
人
不
文
︑
無
一
樣
創
制
體
格
而
非
文
者
︒（
夫
れ
童
心
は
︑
眞
心
な
り
︒
若
し
童
心
を
以
て
不
可
と
爲
せ
ば
︑
是
れ
眞
心
を
以
て

不
可
と
爲
す
な
り
︒
夫
れ
童
心
は
︑
絕
假
純
真
︑
最
初
一
念
の
本
心
な
り
︒
若
し
夫
れ
童
心
を
失
卻
す
れ
ば
︑
便
ち
眞
心
を
失
卻

す
︒
眞
心
を
失
卻
す
る
は
︑
便
ち
眞
人
を
失
卻
す
︒
人
に
し
て
眞
に
非
ざ
る
は
︑
全
て
復
た
初
有
ら
ず
︒
童
子
は
︑
人
の
初
な
り
︒

童
心
は
︑
心
の
初
な
り
︒
︙
︙
蓋
し
其
の
人
既
に
假
な
れ
ば
︑
則
ち
假
な
ら
ざ
る
所
無
し
︒
是
に
由
り
て
假
言
を
以
て
假
人
と
言

へ
ば
︑
則
ち
假
人
喜
ぶ
︒
假
事
を
以
て
假
人
と
道
へ
ば
︑
則
ち
假
人
喜
ぶ
︒
假
文
を
以
て
假
人
と
談
れ
ば
︑
則
ち
假
人
喜
ぶ
︒
假

な
ら
ざ
る
所
無
く
ん
ば
則
ち
喜
ば
ざ
る
所
無
し
︑
滿
場
は
是
れ
假
な
り
︑
矮
場
は
辯
に
阿
る
な
り
︒
天
下
の
至
文
有
り
と
雖
も
︑
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其
れ
假
人
に
湮
滅
し
て
盡
く
後
世
に
見
れ
ざ
る
は
︑
又
豈
に
少
な
か
ら
ん
や
︒
何
と
な
れ
ば
︑
天
下
の
至
文
は
︑
未
だ
童
心
よ
り

出
で
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
︒
苟
し
く
も
童
心
常
に
存
す
れ
ば
︑
則
ち
道
理
行
か
ず
︑
聞
見
立
た
ず
︑
時
に
文
な
ら
ざ
る
無
く
︑

人
に
文
な
ら
ざ
る
無
し
︑
一
樣
に
體
格
を
創
制
し
て
文
に
非
ざ
る
者
無
し
︒）

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
︑「
童
心
」
と
は
真
心
の
こ
と
で
︑
童
心
と
は
仮
偽
な
く
し
て
純
粋
に
真
で
あ
る
も
の
で
あ
る
︒「
童
」
の
対
と

な
る
も
の
が
「
仮
」
で
あ
っ
て
︑
仮
人
の
間
で
は
童
心
か
ら
生
じ
る
天
下
の
至
文
は
喜
ば
れ
ず
︑
そ
の
た
め
に
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い

は
ず
だ
と
し
︑
そ
し
て
童
心
か
ら
出
る
文
は
い
つ
の
時
代
も
価
値
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る
︒
こ
の
「
童
心
」
の
概
念
は
「
憨
」
の
字
に

表
れ
る
純
粋
さ
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
馮
夢
龍
は
「
憨
」
や
「
童
」
に
表
れ
る
純
粋
さ
を
好
ん
で
自
ら
の
号
や
作

品
の
名
に
採
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

四　

馮
夢
龍
の
編
纂
態
度
と
の
係
わ
り

「
墨
憨
斎
」
や
「
童
痴
」
と
名
付
け
た
馮
夢
龍
の
意
図
は
︑
作
品
の
編
纂
や
刊
行
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
の
か
︒「
墨
憨
斎
」
を
用
い

る
初
期
の
作
品
で
︑
か
つ
「
童
痴
」
を
冠
す
る
『
山
歌
』
及
び
『
笑
府
』
の
編
纂
態
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒

『
山
歌
』
の
序
文
に
あ
た
る
「
叙
山
歌
」
に
お
い
て
は
︑「
仮
」
や
「
真
」
と
い
う
『
童
心
説
』
に
見
え
る
語
を
用
い
て
︑『
山
歌
』
を

編
纂
し
た
意
図
を
述
べ
て
い
る（
９
）︒

古
書
契
以
來
︑
代
有
歌
謠
︑
太
史
所
陳
︑
並
稱
風
雅
︑
尚
矣
︒
自
楚
騷
唐
律
︑
爭
妍
競
暢
︑
而
民
間
性
情
之
響
︑
不
得
列
於
詩
壇
︑

於
是
別
之
曰
山
歌
︑
言
田
夫
野
豎
矢
口
寄
興
之
所
爲
︑
薦
紳
學
士
家
不
道
也
︑
︙
︙
︑
且
今
雖
季
世
︑
而
但
有
假
詩
文
︑
無
假
山

歌
︑
則
以
山
歌
不
與
詩
文
爭
名
︑
故
不
屑
假
︑
苟
其
不
屑
假
︑
而
藉
以
存
眞
︑
不
亦
可
乎
︑
︙
︙
︑
若
夫
借
男
女
之
眞
情
︑
發
名

教
之
僞
藥
︑
其
功
於
『
掛
枝
兒
』
等
︑
故
錄
『
掛
枝
詞
』
而
次
及
『
山
歌
』︒
墨
憨
齋
主
人
題
︒（
古
の
書
契
以
來
︑
代
に
歌
謠
有

り
︑
太
史
の
陳
ぶ
る
所
︑
並
び
に
風
雅
を
稱
す
る
は
︑
尚
し
︒
楚
騷
唐
律
よ
り
︑
妍
を
爭
ひ
暢
を
競
ひ
て
︑
民
間
の
性
情
の
響
は
︑

詩
壇
に
列
す
る
を
得
ず
︑
是
に
於
て
之
を
別
か
ち
て
山
歌
と
曰
ふ
︑
田
夫
野
豎
の
矢
口
寄
興
の
爲
す
所
に
し
て
︑
薦
紳
學
士
家
の

道
は
ざ
る
と
こ
ろ
を
言
ふ
︑
︙
︙
且
つ
今
は
季
世
と
雖
も
︑
但
だ
假
の
詩
文
有
り
て
︑
假
の
山
歌
無
し
︑
則
ち
山
歌
を
以
て
詩
文
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の
名
を
爭
ふ
に
與
ら
ず
︑
故
に
假
た
る
を
屑
し
と
せ
ず
︑
苟
く
も
其
れ
假
た
る
を
屑
し
と
せ
ず
ん
ば
︑
藉
る
に
存
眞
を
以
て
す
る

も
︑
亦
た
可
な
ら
ざ
ら
ん
や
︑
︙
︙
︑
若
し
夫
れ
男
女
の
眞
情
を
借
り
︑
名
教
の
僞
藥
を
發
け
ば
︑
其
の
功
『
掛
枝
兒
』
に
等
し
︑

故
に
『
掛
枝
詞
』
を
錄
し
て
次
に
『
山
歌
』
に
及
ぶ
︒
墨
憨
齋
主
人
題
す
︒）

さ
ら
に
︑
先
述
の
通
り
「
墨
憨
斎
」
の
名
を
多
用
す
る
『
笑
府
』
は
︑
序
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

古
今
來
莫
非
話
也
︑
話
莫
非
笑
也
︒
︙
︙
或
笑
人
︑
或
笑
於
人
︒
笑
人
者
亦
復
笑
於
人
︑
笑
於
人
亦
復
笑
人
︒
人
之
相
笑
寧
有
已

時
︒『
笑
府
』
集
笑
話
也
︒
十
三
篇
猶
曰
薄
乎
云
爾
︒
或
閱
之
而
喜
︑
請
勿
喜
︒
或
閱
之
而
嗔
︑
請
勿
嗔
︒
古
今
世
界
一
大
笑
府
︑

我
與
若
皆
在
其
中
供
人
話
柄
︒
不
話
不
成
人
︑
不
笑
不
成
話
︑
不
笑
不
話
不
成
世
界
︒
布
袋
和
尚
︑
吾
師
乎
︑
吾
師
乎
︒
墨
憨
齋

主
人
題
︒（
古
今
来
︑
話
に
非
ざ
る
は
莫
く
︑
話
は
笑
ひ
に
非
ざ
る
は
莫
き
な
り
︒
︙
︙
或
い
は
人
を
笑
ひ
︑
或
い
は
人
に
笑
は

る
︒
人
を
笑
ふ
者
も
亦
た
復
た
人
に
笑
は
れ
︑
人
に
笑
は
る
る
も
亦
た
復
た
人
を
笑
ふ
︒
人
の
相
笑
ふ
は
寧
ぞ
已
む
時
有
ら
ん
や
︒

『
笑
府
』
は
笑
話
を
集
む
る
な
り
︒
十
三
篇
は
猶
ほ
薄
き
か
な
爾
云
ふ
と
曰
ふ
︒
或
い
は
之
を
閲
し
て
喜
ぶ
も
︑
請
ふ
︑
喜
ぶ
勿

れ
︒
或
い
は
之
を
閲
し
て
嗔
る
も
︑
請
ふ
︑
嗔
る
勿
れ
︒
古
今
世
界
は
一
大
笑
府
に
し
て
︑
我
と
若
と
は
皆
其
の
中
に
在
り
て
人

の
話
柄
を
供
す
れ
ば
な
り
︒
話
さ
ざ
れ
ば
人
を
成
さ
ず
︑
笑
は
ざ
れ
ば
話
を
成
さ
ず
︑
笑
は
ず
話
さ
ざ
れ
ば
世
界
を
成
さ
ず
︒
布

袋
和
尚
は
︑
吾
が
師
な
る
か
︑
吾
が
師
な
る
か
︒
墨
憨
斎
主
人
題
す
︒）

『
笑
府
』
の
集
め
る
笑
話
は
︑
特
定
の
人
物
に
対
す
る
笑
い
で
は
な
い
︑
誰
も
が
笑
い
の
提
供
者
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
を
見
て
喜
ぶ
こ
と

も
怒
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
︑
と
い
う
内
容
で
あ
る
︒『
笑
府
』
の
収
め
る
笑
話
に
︑
社
会
的
強
者
あ
る
い
は
弱
者
を
笑
う
話
が
少
な

く
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
︑『
笑
府
』
序
は
︑
誰
か
特
定
の
人
物
を
指
し
揶
揄
す
る
の
で
は
な
い
︑
邪
心
の
な
い
純
粋
な
笑
い
を
集
め

た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
︒
前
章
で
考
察
し
た
「
童
心
」
な
ど
の
概
念
に
通
じ
る
部
分
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
馮
夢
龍
は
作
品
の
編
纂
に
際

し
︑「
憨
」
や
「
童
心
」
と
い
う
概
念
を
も
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

五　

お
わ
り
に

馮
夢
龍
の
筆
名
の
使
用
は
︑
作
品
の
性
質
に
よ
っ
て
も
あ
る
程
度
の
区
分
が
あ
り
︑
公
開
の
筆
名
で
あ
る
「
墨
憨
斎
」
を
用
い
る
作
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品
は
︑
小
説
集
や
笑
話
集
な
ど
に
多
か
っ
た
︒
刊
行
時
期
が
判
明
し
て
い
る
も
の
︑
あ
る
い
は
馮
夢
龍
の
編
集
物
と
推
定
さ
れ
て
い
る

現
存
作
品
の
中
で
「
墨
憨
斎
」
を
記
す
も
の
は
︑『
山
歌
』
及
び
『
笑
府
』
が
最
も
早
く
︑
こ
れ
ら
の
作
品
は
別
名
に
「
童
痴
」
を
冠
す

る
︒「
憨
」
や
「
童
」
の
字
を
筆
名
や
書
名
に
採
用
し
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
︑
童
心
説
が
流
行
し
て
い
た
当
時
の
蘇
州
に
お
い

て
︑
馮
夢
龍
は
そ
の
よ
う
な
思
想
に
通
じ
る
思
考
を
持
ち
作
品
編
纂
に
臨
む
こ
と
を
表
明
す
る
意
図
が
あ
っ
た
︒

馮
夢
龍
が
「
墨
憨
斎
」
と
あ
え
て
名
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
現
時
点
で
考
え
ら
れ
得
る
可
能
性
を
︑
最
後
に
指

摘
し
て
お
き
た
い
︒
す
な
わ
ち
「
文
事
に
没
頭
す
る
」
人
物
で
あ
る
こ
と
を
言
う
こ
の
号
は
︑
馮
夢
龍
が
自
ら
名
付
け
た
字
や
他
の
筆

名
に
比
べ
る
と
些
か
異
質
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒「
墨
憨
斎
」
と
名
付
け
︑
そ
れ
を
用
い
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
契
機
を
求
め
る
手

掛
か
り
と
し
て
︑
鈕
琇
『
觚
賸
続
編
』
巻
二
「
英
雄
挙
動
」
を
挙
げ
る（

（1
（

︒

熊
公
廷
弼
︑
當
督
學
江
南
時
︑
︙
︙
吾
呉
馮
夢
龍
︑
亦
其
門
下
士
也
︒
夢
龍
文
多
遊
戲
︑『
掛
枝
兒
』
小
曲
︑
與
『
葉
子
新
鬪
譜
』︑

皆
其
所
撰
︒
浮
薄
子
弟
︑
靡
然
傾
動
︑
至
有
覆
家
破
産
者
︒
其
父
兄
群
起
訐
之
︒
事
不
可
解
︒
適
熊
公
在
告
︑
夢
龍
泛
舟
西
江
︑

求
解
於
熊
︒
相
見
之
頃
︑
熊
忽
問
曰
︑
海
内
盛
傳
馮
生
『
掛
枝
兒
』
曲
︑
曾
携
一
二
册
以
惠
老
夫
乎
︒
馮
跼
蹐
不
敢
置
對
︑
唯
唯

引
咎
︒（
熊
公
廷
弼
︑
督
學
江
南
に
當
り
し
時
︑
︙
︙
吾
が
呉
の
馮
夢
龍
も
亦
た
其
の
門
下
の
士
な
り
︒
夢
龍
の
文
は
遊
戲
多
く
︑

『
掛
枝
兒
』
小
曲
と
︑『
葉
子
新
鬪
譜
』
と
は
︑
皆
其
の
撰
ず
る
所
な
り
︒
浮
薄
の
子
弟
は
︑
靡
然
と
し
て
傾
動
し
︑
家
を
覆
し
産

を
破
る
者
有
る
に
至
る
︒
其
の
父
兄
群
起
し
て
之
を
訐
る
︒
事
解
く
べ
か
ら
ず
︒
適
熊
公
告
に
在
り
︑
夢
龍
舟
を
西
江
に
泛
べ
︑

解
く
を
熊
に
求
む
︒
相
見
の
頃
︑
熊
忽
と
し
て
問
ひ
て
曰
く
︑
海
内
盛
ん
に
馮
生
の
『
掛
枝
兒
』
曲
を
傳
ふ
︑
曾
ち
一
二
册
を
携

へ
て
以
て
老
夫
に
惠
ま
ん
か
︒
馮
跼
蹐
し
敢
へ
て
置
對
せ
ず
︑
唯
唯
咎
を
引
く
︒）

熊
廷
弼
が
「
督
学
江
南
」
す
な
わ
ち
江
南
提
学
御
史
の
任
に
あ
っ
た
の
は
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
か
ら
万
暦
四
十
一
年
（
一

六
一
三
）
ま
で
の
こ
と
︑
す
な
わ
ち
馮
夢
龍
三
十
八
歳
か
ら
四
十
歳
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
︒『
絶
纓
三
笑
』
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
『
笑

府
』
の
制
作
年
代
は
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
年
前
後
で
あ
る
︒『
掛
枝
児
』
な
ど
の
俗
曲
を
世
に
出
し
た
こ
と
で
自
身
の
子
弟
の

父
兄
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
よ
う
な
事
件
が
実
際
に
起
こ
っ
た
な
ら
ば
︑
馮
夢
龍
に
と
っ
て
そ
れ
は
重
大
な
出
来
事
で
あ
り
︑
世
間
で
は

否
定
さ
れ
る
よ
う
な
通
俗
的
な
書
物
を
編
纂
し
刊
行
す
る
こ
と
を
再
考
す
る
契
機
と
も
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
故
事
は
熊
廷
弼
が

自
ら
の
大
器
ぶ
り
を
示
す
も
の
だ
が
︑
馮
夢
龍
が
熊
廷
弼
に
泣
き
つ
く
程
に
困
り
果
て
た
の
は
誇
張
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
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出
版
物
を
刊
行
し
始
め
た
頃
の
馮
夢
龍
に
と
っ
て
は
あ
る
い
は
転
機
と
も
な
り
得
る
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
︒
こ
の

出
来
事
を
経
て
『
笑
府
』
を
刊
行
す
る
に
際
し
︑
徹
底
し
て
「
墨
憨
斎
」
を
名
乗
っ
た
背
景
に
は
︑
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
「
憨
」
字

の
持
つ
概
念
を
表
明
す
る
意
図
が
あ
る
ほ
か
に
︑
当
時
彼
が
経
験
し
た
あ
る
種
の
挫
折
感
を
振
り
切
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
︒注

（
1
）  

沈
自
晋
「
和
子
猶
「
辞
世
」
二
律
」
其
二
（『
南
詞
新
譜
』）
に
︑

 
 

 
 

詞
隱
琴
亡
凭
汝
寄　

詞
隱
の
琴
亡
べ
ば　

汝
の
凭
り
て
寄
す
る
も

 
 

 
 

墨
憨
薪
盡
問
誰
傳　

墨
憨
の
薪
盡
き
な
ば　

誰
の
傳
ふ
る
か
を
問
ふ

 
 

 
 

芳
魂
逝
矣
猶
相
傍　

芳
魂
は
逝
き
て
猶
ほ
相
傍
ふ
る
こ
と

 
 

 
 

如
在
長
歌
短
嘆
邊　

長
歌
短
嘆
の
邊
に
在
る
が
ご
と
し

 

と
あ
る
︒
沈
自
晋
は
詩
中
で
「
詞
隱
」
と
呼
ば
れ
る
沈
璟
（
馮
夢
龍
の
戯
曲
の
師
）
の
同
族
に
当
た
る
︒
馮
夢
龍
の
「
辞
世
」
詩
は
現
存

が
確
認
で
き
な
い
が
︑
こ
の
詩
に
見
え
る
よ
う
に
︑
馮
夢
龍
を
指
す
語
と
し
て
「
墨
憨
」
が
用
い
ら
れ
︑
当
時
「
墨
憨
斎
」
は
彼
の
代
名

詞
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

（
2
）  

『
史
記
』
巻
六
十
三
老
子
列
伝
に
「
孔
子
去
︑
謂
弟
子
曰
︑
鳥
︑
吾
知
其
能
飛
︒
魚
︑
吾
知
其
能
游
︒
獸
︑
吾
知
其
能
走
︒
走
者
可
以
爲

罔
︑
游
者
以
爲
綸
︑
飛
者
可
以
爲
矰
︒
至
於
龍
︑
吾
不
能
知
其
乘
風
雲
而
上
天
︒
吾
今
日
見
老
子
︑
其
猶
龍
邪
︒（
孔
子
去
り
︑
弟
子
に
謂

ひ
て
曰
く
︑
鳥
︑
吾
其
の
能
く
飛
ぶ
を
知
る
︒
魚
︑
吾
其
の
能
く
游
ぐ
を
知
る
︒
獣
︑
吾
其
の
能
く
走
る
を
知
る
︒
走
る
者
は
以
て
罔
を

爲
す
べ
し
︑
游
ぐ
者
は
以
て
綸
を
爲
す
べ
し
︑
飛
ぶ
者
は
以
て
矰
を
爲
す
べ
し
︒
龍
に
至
り
て
は
︑
吾
其
の
風
雲
に
乘
じ
て
天
に
上
る
を

知
る
能
は
ず
︒
吾
今
日
老
子
に
見
ゆ
︑
其
れ
猶
ほ
龍
の
ご
と
き
か
と
︒）」
と
あ
る
︒

（
3
）  

陳
希
音
「
馮
夢
龍
的
宅
名
和
筆
名
」（『
学
術
月
刊
』
一
九
八
三
年
第
二
期
︑
学
術
月
刊
社
）
に
︑「
除
人
們
都
已
知
道
的
墨
憨
齋
外
︑
馮

夢
龍
曾
爲
王
驥
德
所
著
『
曲
律
』
作
序
︑
末
署
天
啓
乙
丑
春
二
月
既
︑
古
呉
後
學
馮
夢
龍
題
於
葑
溪
之
不
改
樂
庵
︒
葑
溪
是
馮
夢
龍
居
家
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所
在
︑
不
改
樂
庵
爲
其
另
一
室
名
︑
取
『
論
語
』
一
簞
食
︑
一
瓢
飲
︑
在
陋
巷
︑
人
不
堪
甚
憂
︑
回
也
不
改
其
樂
意
︒」
と
あ
る
︒

（
4
）  

号
「
墨
憨
齋
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
︑
先
に
大
木
康
『
明
末
の
は
ぐ
れ
知
識
人  

馮
夢
龍
と
蘇
州
文
化
』（
講
談
社
︑
一
九
九
五
年
）
な

ど
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
︒

（
5
）  
『
醒
世
恒
言
』
巻
四
「
灌
園
叟
晩
逢
仙
女
」
に
「
倘
然
是
一
種
名
花
︑
家
中
沒
有
的
︑
雖
或
有
︑
已
開
過
了
︑
便
將
正
事
撇
在
半
邊
︑
依

依
不
捨
︑
永
日
忘
歸
︒
人
叫
他
是
花
癡
︒
或
遇
見
賣
花
的
有
株
好
花
︑
不
論
身
邊
有
錢
無
錢
︑
一
定
要
買
︒」
と
あ
る
︒

（
6
）  

『
醒
世
恒
言
』
巻
二
十
四
「
隋
煬
帝
逸
遊
召
譴
」
に
お
け
る
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
︒

 
 

 
 

帝
謂
世
南
曰
︑「
昔
傳
飛
燕
可
掌
上
舞
︑
朕
常
謂
儒
生
飾
於
文
字
︑
豈
人
能
若
是
乎
︒
及
今
得
寶
兒
︑
方
昭
前
事
︒
然
多
憨
態
︑
今
注

目
於
卿
︒
卿
才
人
︑
可
便
作
詩
嘲
之
︒」
世
南
應
詔
︑
爲
絕
句
云
︑「
學
畫
鶯
黃
半
未
成
︑
垂
肩
嚲
袖
太
憨
生
︒
緣
憨
卻
得
君
王
寵
︑

長
把
花
枝
傍
輦
行
︒」
帝
大
悅
︒（
帝
世
南
に
謂
ひ
て
曰
く
︑「
昔
傳
ふ
︑
飛
燕
掌
上
に
舞
ふ
べ
し
と
︑
朕
常
に
謂
へ
ら
く
︑
儒
生
文
字

を
飾
る
︑
豈
に
人
能
く
是
く
の
ご
と
か
ら
ん
や
︒
今
に
及
び
て
寶
兒
を
得
︑
方
に
前
事
を
昭
ら
か
に
す
︒
然
れ
ど
も
憨
態
多
く
︑
今

卿
に
注
目
す
︒
卿
は
才
人
な
り
︑
便
ち
詩
を
作
り
て
之
を
嘲
る
べ
し
︒」
と
︒
世
南
詔
に
應
へ
︑
絕
句
を
爲
り
て
云
ふ
︑「
鶯
黃
を
畫

く
を
學
び
半
ば
に
し
て
未
だ
成
ら
ず
︑
垂
肩
嚲
袖
太
だ
憨
生
な
り
︒
憨
に
緣
り
て
卻
つ
て
得
る
君
王
の
寵
︑
長
く
花
枝
を
把
り
て
輦

に
傍
つ
て
行
く
︒」
と
︒
帝
大
い
に
悅
ぶ
︒）

 

字
句
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
『
隋
遺
録
』
に
ほ
ぼ
通
じ
る
︒
ま
た
︑『
情
史
類
略
』
巻
五
「
隋
帝
広
」
に
収
め
る
故
事
に
つ
い
て
も
︑
該
当

箇
所
を
以
下
に
示
す
︒

 
 

 
 

帝
渭
世
南
曰
︑「
昔
傳
飛
燕
可
掌
上
舞
︑
常
謂
儒
生
飾
於
文
字
︒
今
觀
寶
兒
信
然
︒
然
多
憨
態
︑
今
注
目
於
卿
︒
卿
可
嘲
之
︒」
世
南

應
詔
︑
爲
絕
句
云
︑「
學
畫
鵶
黃
半
未
成
︑
垂
肩
嚲
袖
太
憨
生
︒
緣
憨
卻
得
君
王
惜
︑
長
把
花
枝
傍
輦
行
︒」
上
大
悅
︒（
帝
世
南
に
渭

ひ
て
曰
く
︑「
昔
傳
ふ
︑
飛
燕
掌
上
に
舞
ふ
べ
し
と
︑
常
に
謂
ふ
︑
儒
生
文
字
を
飾
る
と
︒
今
寶
兒
の
信
然
た
る
を
觀
る
︒
然
れ
ど
も

憨
態
多
く
︑
今
卿
に
注
目
す
︒
卿
之
を
嘲
る
べ
し
︒」
と
︒
世
南
詔
に
應
へ
︑
絕
句
を
爲
り
て
云
ふ
︑「
鵶
黃
を
畫
く
を
學
び
半
ば
に

し
て
未
だ
成
ら
ず
︑
垂
肩
嚲
袖
太
だ
憨
生
な
り
︒
憨
に
緣
り
て
卻
つ
て
得
る
君
王
の
惜
︑
長
く
花
枝
を
把
り
て
輦
に
傍
つ
て
行
く
︒」

と
︒
上
大
い
に
悅
ぶ
︒）

（
7
）  

元
好
問
の
杏
花
詩
及
び
詩
中
の
「
憨
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
︑
竹
村
則
行
「
一
生
心
事
杏
花
詩
―
元
好
問
の
杏
花
詩
に
つ
い
て
―
」
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（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
︑
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
︑
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
︒

（
8
）  

「
絶
纓
三
笑
」
の
解
題
及
び
『
笑
府
』
の
編
纂
年
代
の
考
証
に
つ
い
て
は
︑
大
塚
秀
高
「『
絶
纓
三
笑
』
に
つ
い
て
」（『
中
哲
文
学
会
報
』

第
八
号
︑
東
大
中
哲
文
学
会
︑
一
九
八
三
年
）
を
参
照
︒

（
9
）  
「
叙
山
歌
」
に
つ
い
て
は
︑
大
木
康
『
馮
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究  

中
国
明
代
の
通
俗
歌
謡
』（
勁
草
書
房
︑
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
︒

（
10
）  

熊
廷
弼
と
馮
夢
龍
の
故
事
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
（
9
）
の
大
木
康
氏
著
書
に
も
指
摘
が
あ
る
︒


